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三中生の力！ 
校 長  持 田 晃 

 文化とスポーツの秋（食欲の秋でもありますが）と言いますが、これまでひた向きに取り組んできた成

果が少しずつ表れてきています。春に種をまき、水と言う努力を積み重ね、継続してきたことが実りを迎

えています。春に植えたゴーヤも実りの時期を終え、先日撤去されました。また、来年が楽しみになりま

した。それぞれ時期や期間は違いますが、自分が決めたことを続けることは、必ず自分に返ってくるもの

です。私も偶然に始まったことでしたが、続けたことが１０年後に役に立ったという経験があります。そ

れぞれの道は、それぞれの良さから選択をされます。あきらめることは簡単ですが、続けることはより価

値が高いように思います。 

 さて、「令和３年度 学習作品展」ですが、昨年は一部の展示のみを可能な時期に行いました。今年度か

らは、展示する時期を分散して実施することとしました。これは、完成後のなるべく早い時期に展示をす

るねらいもあります。学校公開ができないこともあり、保護者の皆様にもご覧いただけるように、面談期

間などを展示期間にあてていますので、ご来校の際にはぜひ三中生の力を見ていただければと思います。

「水やりボランティア」の登録者が１００名を超えました。すごいです。 

中面には、「全国学力・学習状況調査」の結果を掲載しています。 

すでに最初の展示を始め

ました。それぞれの学習の成

果をしっかりと見ています。 

（展示作品は、「２年美術科」

と「１年家庭科」の夏休み課

題レポートです。） 
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展示期間 保護者見学可能 展示作品 

10 月 25 日(月) 

  ～ 

10 月 29 日(金) 

３年生三者面談 ＜交流ホール＞ 

・３年美術「府中百景」 

・３年家庭科 

「世界にひとつだけのオリジナル絵本」 

11 月 29 日(月) 

  ～ 

12 月 6日（月） 

全学年三者面談 ＜交流ホール＞ 

・手芸部「個人作品」 

・１年国語科「本の紹介ＰＯＰ」 

・３年技術科「シャーペン」 

・１年数学科「夏季自由研究」 

・２年技術科「キーホルダー」 

・２年家庭科「スウェーデン刺繍」 

・保健委員会「保健に関する展示」 

・ＤＩＹ部「個人作品」 

＜１年教室前＞ 

・１年美術「お気に入りの文房具」（絵画） 

＜２年教室前＞ 

・２年美術「動きに思いをのせて」（水墨画） 

1 月 15 日（土） 学校公開 ＜交流ホール＞ 

・２年国語 

＜茶室＞ 

・茶道部（茶道部関係者のみ） 

校長 持田 晃 

〒183-0027 府中市本町 4-16 

☎ 042-361-9303 



 

 

 

                
 

男子テニス部 「東京都新人テニス選手権大会（団体の部）」 

 東京都ベスト１６ 

１年  細井 大樹  菊池 悠弥  小池 翔太  田中 大地  朝廣 春大  

２年  池ノ谷和希  武部 叶夢  奥山 拓哉  藤田 瑠郁 

      山﨑 真人  碓井  遼  中島 佳祐  南波 知里 
 

男子バスケットボール部 「中学校バスケットボール新人大会シード権大会」 

 優秀選手賞  ２年  清水 壮琉 
 

陸上部 第 68 回 はちおうじ T＆F トライアル 

男子中学共通 200ｍ 第 2 位 24 秒 22   2 年 石田 惇  

男子中学共通 800ｍ 第 8 位 2 分 18 秒 02 2 年 出崎 陽稀

 

 

「 その鳥にとっての幸せ 」 

                               主任教諭  菅野 舞 

 私が教員になって２～３年目だった。「先生、鳥が迷い込んできた」図工室に 4 人の児童が駆け込

んできた。校庭の隅のネットに色鮮やかな黄色い小さな鳥が１羽、同じところを飛んだり、止まった

りを繰り返していた。人間が近づいても小鳥は逃げなかった。人に飼われていた鳥なら外敵の危険を

知らず、カラスや猫などに襲われる可能性がある。他の先生と一緒に、手は出さないで見守るのか保

護するのか、しばらく考えを巡らせていた。小鳥を見つけた子ども達の強い思いもあり、先生達と子

ども達で小鳥を保護するために動き出した。 

  まず、 図工室でしばらく小鳥を飼うことを許可してもらうために、校長先生にこれまでの経緯を話

した。校長先生は子ども達や私の考えを優しく受け止めてくれた。話しが終わった後、小さな声で校

長先生は、私に思いがけない言葉を投げ掛けた。「その鳥にとっての幸せってなんだろうね。」その

言葉を聞いた私は、小鳥の運命を大きく変えてしまうことへの責任を重く感じた。すぐに返答はでき

なかった。 

それから、小鳥の世話と飼い主探しが始まった。子ども達は、パソコン室で迷い鳥の貼り紙を作成

し、学校内外に掲示した。鳥籠は、校庭の緑や青空、初夏の爽やかな風を感じられる図工準備室の窓

の近くに置いた。小鳥は元気に鳥籠の中で羽ばたき、跳びまわり、喋るように鳴き、時折私をじっと

見つめていた。 

小鳥と出会って、1 ヶ月が経ったが、飼い主は見つからなかった。後日、家で飼っている小鳥と一

緒に飼いたいと 4 年生の女の子が引き取ってくれた。私に会うといつもその女の子は、満面の笑みで

その小鳥が元気だと教えてくれた。 

道 徳 の 窓

NO３８ 

三中生の活躍 

あと一勝で関東でした 

受賞おめでとうございます！ 

★お知らせ★  産休に入られたスクールカウンセラーの吉野彩さんに代わり、１０月１２日から 

佐藤珠恵さんが着任しています。どうぞよろしくお願いします。 


